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                                                   1 本論では、モダン・アートという用語を当時の著述家たち、芸術家たちの多くに見られる使用例に倣っ
て、19 世紀後半のマネ、あるいはセザンヌに始まる前衛的な西洋美術という包括的な意味で用いる。ニュ
ーヨーク近代美術館館長アルフレッド・バーは 1936 年の「キュビスムと抽象芸術」展カタログにセザンヌ




は時代ではなく、偏見の問題である。Alfred H. Barr, Jr. “Modern and ‘Modern’” The Bulletin of the Museum of Modern Art 1, no. 9 (May, 1934): 2, 4. 
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 第 1 章では、まず抽象表現主義の代表的作家と批評家の活動を追いながら、その成立と
展開を概観し、これまでの研究の流れを確認した上で、特にシュルレアリスムと抽象表現
主義との関係についてどのような議論がされてきたのかを検討する。 









 第 3 章ではシュルレアリスムからの神話主題の継承に注目し、ロスコが 1944 年に描いた
盲目の予言者テイレシアスの肖像《テイレシアス》を取り上げ、黒い隻眼によって表され
る盲目性と予言というモチーフについて考察する。シュルレアリスムにとって重要な主題である

















 第 5 章では、シアトルを中心に活動した画家マーク・トビー（Mark Tobey）に着目し、












































































































































。1931 年 11 月、アメリカで最初のシュル
















溶ける魚』43-44 頁。後述するように戯曲『ティレジアスの乳房(Les Mamelles De Tirésias)』には「超現実主























































                                                                                                                                                     
繋がりを生み出し、それがアメリカにおけるシュルレアリスム受容に重要な影響を与えたと指摘している。Ibid, 14. 5 このアメリカ初の展覧会については以下の文献に詳しい。Deborah Zlotsky, “ ‘Pleasant Madness’ in Hartford: The First Surrealist Exhibition in America.” Arts Magazine 60, no. 6 (February 1986): 55-61. 6 Edward Alden Jewell, “Vale: The 1934 Carnegie: The Choice of the People vs. the Prize Winners, and Other Considerations,” New York Times (December 9, 1934), X9. 7 “The American Cult for Surrealism: Dali,” Art News 35, no. 14 (January 2, 1937): 17-18.  8 Alfred H. Barr ed., Fantastic Art, Dada, Surrealism (New York: The Museum of Modern Art, 1936). 9 “Interview with Andre Breton,” View 1, nos, 7-8 (October-November, 1941): 1-2.同誌は 1942 年 4 月にエルンス
















 1945 年 5 月にナチス政権が崩壊し、長い戦争が終わると、ヨーロッパからの亡命者たち
の多くは母国へ帰還した。ブローネル、マッソンに続いて、翌 1946 年にはブルトンもパリ
へと帰着する。同年、エルンストはドロテア・タニングと再婚し、アリゾナ州に移住する





































                                                   10 当節での抽象表現主義の作家たちの活動などについては、主に以下の資料を参考とした。Diane Waldman ed., Mark Rothko, 1903-1970: A Retrospective (New York: Harry N. Abrams, 1978): 東京都現代美術館・読売新聞
社文化事業部編『20 世紀絵画の新大陸：ニューヨーク・スクール：ポロック、デ・クーニング…そして現
在』読売新聞社、1997 年; Katy Siegel ed., Abstract Expressionism (London: Phaidon, 2011). 11 抽象表現主義という言葉の成立については次の論文に詳しい。Helen A. Harrison, “The Birth of Abstract Expressionism” in Abstract Expressionism: The International Context, ed. Joan Marter (New Brunswick: Rutgers University Press, 2007), 13-16.以下の文献では、この最初の使用例について、ドイツ表現主義とアメリカの芸






































                                                   13 この声明については、第 4 章で詳しく言及する。 14 後者の展覧会の声明文でニューマンは、彼の周囲の作家たちによる抽象的様式の絵画が思想や内容をも
たないという批判に対抗するために「イデオグラフ（Ideograph）」という考えを援用し、現代において古代
の芸術的衝動に対応するものがアメリカ絵画に新しく表れたと主張する。Barnett Newman, Barnett Newman: Selected Writings and Interviews, ed. John Philip O’Neill (Berkeley: University of California Press, 1992), 107-108. 15 Mark Rothko, “Introduction to First Exhibition Paintings: Clyfford Still, 1946” in Writings on Art, ed., Miguel 
15  
のシリーズを描いていたデ・クーニングは、エナメル塗料を用いた白と黒の抽象画（図 1-5）










1948 年にニューマンは《ワンメント I》（図 1-11）で初めて画面を垂直に横断するジップを







を制作するようになる（図 1-15）。フィリップ・ガストンも 1951 年にホワイト・ペインテ
ィングと呼ばれる白を基調として筆の動きを示す作品を制作した（図 1-16）。 
 この頃、ニューヨークの画家による出版活動も活発となり、1947 年にニューマンによる











主題（The Subjects of the Artist）」を開校し、主に同世代の芸術家たちを講義に招き、討論を
行った。これは翌年に閉校されるが、「スタジオ 35」として毎週の講義は続けられ、その後
「ザ・クラブ」としてより若い芸術家たちを中心とした集まりが形成された。 



































                                                   17 このメトロポリタン美術館への抗議活動については 4 章でも触れるが、詳しくは次の文献を参照。“Irascible Group of Advanced Artists Let Fight against Show,” Life 30 (January 15, 1951): 34; B. H. Friedman, “ ‘The Irascibles’: A Split Second in Art History,” Arts Magazine 53 (September 1978): 96-102; Bradford R. Collins, “Life Magazine and the Abstract Expressionists, 1948-51: A Historiographic Study of a Late Bohemian Enterprise.” The Art Bulletin 73 (January 1991): 295-298.  18 公開されている討論会の記録は大幅に編集され、この抗議についての言及は含まれていない。Robert Goodnough ed., Artists’ Sessions at Studio 35 (1950) (Chicago; San Francisco: Soberscove Press; Wittenborn Art Books, 2009). 19












義の作家たちはアメリカ国内のみならず、国際的に知名度を得る。1950 年、「第 25 回ヴェ
ネツィア・ビエンナーレ」にゴーキー、デ・クーニング、ポロックが出品し、デ・クーニ









 アンフォルメルは抽象表現主義の形成とほぼ時を同じくして 1940 年代後半にパリで形成








                                                   20 “ ‘The Irascibles’, ” 96-102. 《怒れる者たち》1950 年、ニナ・リーン撮影。「ライフ」誌 1951 年 1 月 15
日付けの記事に掲載。 21 アグネス・ベレチはジョルジュ・マチウのアメリカにおける評価と受容について論じる中で 1949 年の初
個展の成功によってニューヨークの美術界での足場を築いたこと、そして 1953 年にゴットリーブやマザウ
ェルを扱っていたクーツ画廊と契約したことに触れている。Ágnes Berecz, “Grand Slam: Histories of and by Georges Mathieu,” Yale University Art Gallery Bulletin, 2008: 67.ここに引用されているインタビューにおいて、
画廊主クーツはパリ出身というマチウの強みはフランス人蒐集家に対して魅力をもち、そのようなマチウ
やスーラージュを求めて画廊を訪れる蒐集家たちがアメリカ人画家たちの作品にも関心を示すようになっ
たと述べている。Oral history interview with Samuel M. Kootz, April 13, 1964, Archives of American Art, Smithsonian Institution; http://www.aaa.si.edu/collections/interviews/oral-history-interview-samuel-m-kootz-12837





























































































。1950 年代後半（1956 から 1962 年）に「アート・ニ
ュース」誌に美術批評を寄稿したアーヴィング・サンドラーもまた作家たちとの個人的な
                                                   24 William Chapin Seitz, “Abstract-Expressionist Painting in America: An Interpretation Based on the Work and Thought of Six Key Figures,” Ph. D. dissertation submitted to Princeton University, 1955; William Chapin Seitz, Abstract Expressionist Painting in America (Cambridge, Mass.: Harvard University Press, 1983).この論文で主に分
析される作家 6 名とはハンス・ホフマン、マーク・トビー、アーシル・ゴーキー、ウィレム・デ・クーニ











































                                                   26 Irving Sandler, The Triumph of American Painting: A History of Abstract Expressionism (New York: Praeger Publishers, 1970). 27 Robert Rosenblum, “The Abstract Sublime,” Art News (February 1961): 38-41, 56-67; Lawrence Alloway, “The American Sublime,” Living Arts 2 (June 1963): 11-22. 28 Lawrence Alloway, “The Biomorphic Forties,” Artforum 4 (September 1965): 18-22. 29 彼女が 1976 年の創刊から関わった雑誌「オクトーバー」はポスト構造主義的方法論に拠った論考を発表
した。 30 Barbara Rose, American Painting: The 20th Century (Lausanne: SKIRA, 1969)[バーバラ・ローズ著／桑原住雄







































                                                   32 Eva Cockcroft, “Abstract Expressionism, Weapon of the Cold War,” Artforum 12, no. 10 (June 1974): 39-41. 33 Serge Guilbaut, How New York Stole the Idea of Modern Art: Abstract Expressionism, Freedom, and the Cold War, Translated by Arthur Goldhammer (Chicago and London: University of Chicago Press, 1983).ギルボーの論考は、1973 年の 19 世紀フランス絵画に関するマルクス主義的な美術史研究によってニュー・アート・ヒストリ









































                                                   36 Francis Frascina, Pollock and After: The Critical Debate, 1st ed. (New York: Harper & Row, 1985); 2nd ed. (London: Routledge, 2000). 37 Annette Cox, Art-As-Politics: The Abstract Expressionist Avant-garde and Society (Ann Arbor, Mich.: UMI Research Press, 1982). 38 Robert Rosenblum, Modern Painting and the Northern Romantic Tradition: Friedrich to Rothko (Harper & Row, 1975) [ロバート・ローゼンブラム著／神林恒道、出川哲朗共訳『近代絵画と北方ロマン主義の伝統：フリ
ードリヒからロスコへ』岩崎美術社、1988 年] 39 John Golding, Paths to the Absolute: Mondrian, Malevich, Kandinsky, Pollock, Newman, Rothko, and Still (Princeton: Princeton University Press, 2000). 40 Stephen Polcari, Abstract Expressionism and the Modern Experience (Cambridge: Cambridge University Press, 1991). 41 Michael Leja, Reframing Abstract Expressionism: Subjectivity and Painting in the 1940s (New Haven: Yale University Press, 1993). 







































想像者 Abstract Expressionists Imagists」と題した展覧会を開催した48。 
 1987 年のマイケル・オーピング企画による展覧会カタログには、抽象表現主義の展開と
それについての過去の批評と研究についての論考を多数掲載しており、研究者による自己                                                   43 Maurice Tuchman ed., The Spiritual in Art: Abstract Painting 1890-1985 (Los Angeles: Los Angeles County Museum of Art; New York: Abbeville Press, c1986). 44 T.J. Clark, “In Defense of Abstract Expressionism,” October 69 (Summer 1994): 24-48. 45 Ann Eden Gibson, “Norman Lewis in the ’Forties,” in American Abstract Expressionism, 1993; Ann Eden Gibson, Abstract Expressionism: Other Politics (New Haven: Yale University Press, 1997). 46 Marter, Abstract Expressionism: International Context. 47 Irving Sandler, Abstract Expressionism and the American Experience: A Reevaluation (Lenox, MA: Hard Press Editions; New York: School of Visual Arts, 2009). 48 http://www.guggenheim.org/new-york/exhibitions/publications/from-the-archives/items/view/154（最終アクセス










 また、1940 年代末から 1960 年代にかけてのニューヨークが抽象表現主義の活動の拠点で
あったが、同時代に西海岸でも抽象絵画の潮流が起こっている。カリフォルニアで活動し
たクリフォード・スティルや彼の勤めるカリフォルニア・スクール・オブ・ファイン・ア






















































                                                   53 Julien Levy, Surrealism (New York: Black Sun Press, 1936; New York: Arno/Worldwide, 1968, revised edition). 54 Herbert Read ed, Surrealism (London: Faber and Faber, 1936).[ハーバート・リード編／安藤一郎ほか訳『シュ
ルレアリスムの発展』国文社、1972 年]この邦訳はシュルレアリスムの重要文献を纏めた全 5 巻のセリ・シ






























ーウィンが 1988 年に発表した論考は特に重要である。ここでは 1940 年代前半における抽
象表現主義画家たちによるシュルレアリスムへの接近とオートマティスムの実験を主題と




























































































                                                   65 Robert Hobbs, “Surrealism and Abstract Expressionism: From Psychic to Plastic Automatism,” in Surrealism USA, ed. Dervaux. 66 林道郎「移植されたヴェール シュルレアリスムから抽象表現主義へ」『現代詩手帖』思潮社、第 44 巻、







































































































                                                   69 ヘイターの活動と作品については以下の文献を参照のこと。Joann Moser, The Significance of Atelier 17 in the Development of Twentieth-century American Printmaking (Ann Arbor, MI: University Microfilms, 1976); Martica Sawin, “Stanley William Hayter at 84,” Arts Magazine 60, no. 5 (1986): 60-63; Peter Black, “Relief Printing and the Development of Hayter’s Colour Method,” Print Quarterly 8, no. 4 (1991): 415-416; Peter Black and Désirée Moorhead, The Prints of Stanley William Hayter: A Complete Catalogue (London: Phaidon, 1992).  
ヘイター自身によるエッセイ、及び著作には以下のものがある。Stanley William Hayter, “Of the Means,” Possibilities, no. 1 (Winter 1947/48): 77; Stanley William Hayter, New Ways of Gravure (London: Routledge & Kegan Paul, 1949); Stanley William Hayter, About Prints (London: New York, Oxford University Press, 1962); Stanley William Hayter, “Orientation, Direction, Cheirality, Velocity, and Rhythm,” in The Nature and Art of Motion, ed. Gyorgy Kepes (New York: George Braziller, Inc., 1965), 71-80. 
































































 ヘイターは 1940 年に渡米した後、1946 年に一時パリに戻った期間を除いて、10 年間ニ
                                                                                                                                                     
所に因んで「アトリエ 17」と名付けられた。 73 ニュー・スクール・フォー・ソーシャル・リサーチ（New School for Social Research）は、アルヴィン・
ジョンソン（Alvin Johnson）を中心したコロンビア大学の研究者たちが 1919 年に設立した成人教育機関で
ある。1933 年、ニュー・スクールはナチスの脅威にさらされた学者・芸術家を受け入れるために、「亡命
中の大学（A University in Exile）」を社会科学の一学科として開校し、社会学や経済学、心理学などの研究
者を教授として招聘した。設置後すぐに、この「亡命中の大学」という名称は、一般大学との誤解を回避
するため、「大学院課程における政治および社会科学学科（the Graduate Faculty of Political and Social Science）」 
に変更された。この学科はヨーロッパ人研究者の受け入れ部門であり、早い時期からロックフェラー財団
が積極的に援助していたため、その財政の多くはユダヤ系団体および個人からの寄付で占められていた。1933 年 4 月、ナチスはユダヤ人研究者を大学の教職から追放し、職を失い、危険にさらされた多くのドイ
ツ人研究者がアメリカに渡ることとなった。当初、「亡命中の大学」の受け入れ対象は社会科学者に絞られ
ていたが、ナチスドイツの勢力が増すにつれて、ドイツやフランスなどヨーロッパ諸国から様々な研究領
域を専門とする亡命者を受け入れるようになる。1940 年、ドイツ軍によるフランス侵攻と 6 月のパリ占領
に伴い、更に多くのヨーロッパの研究者がアメリカに亡命し、ニュー・スクールは数ヶ月の間に 100 人以
上の研究者を受け入れた。1940 年 8 月から 1941 年 6 月までの間にニュー・スクールが受け入れた支援の
要請は 1000 件を越える。ニュー・スクールによる亡命研究者の受け入れに関しては、以下の文献を参照の
こと。Peter M. Rutkoff and William B. Scott, New School: A History of the New School for Social Research (New York: Free Press, 1986); Claus-Dieter Krohn, Intellectuals in Exile: Refugee Scholars and the New School for Social Research, trans. Rita Kimber and Robert Kimber, (Amherst, MA: University of Massachusetts Press, 1993).このよう
にニュー・スクールには社会学、心理学における主導的な研究者が集まり、ヘイターの所属した 1940 から1945 年までの期間には、マックス・ヴェルトハイマ （ーMax Wertheimer）、エーリッヒ・フロム（Erich Fromm）、
クロード・レヴィ＝ストロース（Claude Lévi-Strauss）らが勤めていた。 74 ヘイターは工房に参加する芸術家に自由な制作環境を与えることを希望したため、指導や授業料の徴収
や設備利用における画一化と制約を求めるニュー・スクールの運営部門としばしば衝突した。ムーザーは
これが彼がニュー・スクールを去る理由の一つとなったと述べている。ニュー・スクールにおけるヘイタ







1－2. 1930 年代におけるヘイターとシュルレアリストの版画制作 





 ヘイターは 1926 年に版画制作を開始してから、しばらくの間、エッチングやドライポイ
ント、アクアチントなど各種の伝統的技法によって風景や静物を主題とした初期作品を制






 早い時期からアトリエ 17 に参加したシュルレアリストとしては、エルンストやハンス・











                                                   75 ニューヨークのアトリエは後進の手に委ねられ、カール・シュラーク（Karl Schrag）やレオ・カッツ（Leo Katz）らの主導で運営されたが、55 年に閉鎖された。戦後、パリのヴォージラール街 278 番地、シャセポ
印刷会社の敷地にアトリエ 17 が再設立され、ここがヘイターの新たな制作拠点となった。ヘイターは 51
年にフランス政府からレジオン・ドヌール勲章を授与されることで、その評価を確かなものとし、晩年ま
で精力的に制作活動を展開した。1988 年のヘイターの死後、工房の刷り師であったエクトール・ソニエ
（Hector Saunier）がアトリエ 17 を引き継ぎ、現在でもこの工房はアトリエ・コントルポワン（Atelier Contrepoint）という名称で活動を続けている。 76 シュルレアリスムの画家たちには、友人のシュルレアリストが詩集を出版する際に、詩に添える版画を




























（Au-delà de la peinture）』において述べているからである82。素材の切り張りによるコラー
                                                   78 ヴェルナ ・ーシュピースはこれを制作する上でエルンストが参照した源泉として大衆向け科学雑誌『ラ・
ナチュール』誌に掲載された、錨に固定された機雷が水の流れになびく様子を示した挿絵を挙げている。
参照元の挿絵には、水の流れを示す水平線や錨と機雷の接続部を示す斜線などの構成要素をそのまま用い
た上で、エルンストは遠くに山々、近景に草花をあしらった光景に描き変えている。Werner Spies, “On the Graphic Work,” in Max Ernst: Oeuvre-Katalog I: Das Graphische Werk, ed. Werner Spies (Houston: Menil Foundation; Cologne: Verlag M. DuMont Schauberg, 1975), X. エルンストには他にもこの『ラ・ナチュール』









































 エルンストもアトリエ 17 でヘイターの始めたソフト・グラウンド・エッチングの手法を
習得し、1934 年に刊行されたコラージュ小説『慈善週間または 7 大元素（Une semaine de 












するため、その部分を腐蝕させてインクをのせ、印刷するのである。 84 Hayter, New Ways of Gravure, 217. ここでヘイターは、エルンストが異なる質感を一枚の版の中に組み合
わせる「コラージュ・メソッド」を見事に利用したと述べている。1930 年代における、ヘイターによるソ
フト・グラウンド・エッチングの使用に関しては、以下を参照のこと。Jacob Kainen, “Stanley William Hayter: An Introduction,” in Prints of Stanley William Hayter, by Black and Moorhead, 12. 85 この 5 点の口絵については、以下の文献を参照のこと。シュピースはここに用いられた素材についても
詳述している。Spies, Ernst, Oeuvre-Katalog: 1906-1925, X.ロバート・レインウォーターは、エルンストがコ
ラージュとフロッタージュというセミ・オートマティックなイメージを生み出す手法を、ソフト・グラウ













と契約を交わした 1923 年に、初めてオリジナル版画を制作した87。1926 年、友人ロベール・
デスノス（Robert Desnos）の詩『7 リーグの長靴: 彼の言葉「私は自分自身に会う」（C’est les 















                                                   86 ヘイターは著書において、この質感表現のためにソフト・グラウンドが用いられるようになったのは1933 年頃であると述べている。彼によると、当時、明暗表現のためにビュランのはっきりとした線を機械
的に用いるのは不合理であり、ソフト・グラウンドに転写した素材の質感によって中間色を表すことがで
きると分かるようになった。Hayter, New Ways of Gravure, 217. 1930 年代における、ヘイターによるソフト・
グラウンド・エッチングの使用に関しては、以下を参照のこと。Jacob Kainen, “Hayter: An Introduction,” 12. 87 1924 年 3 月に発行された詩集『低い太陽』はジョルジュ・ランブールの詩に寄せて、エッチングとドラ
イポイントによる 4 点の作品を掲載している。この最初期の版画はカーンワイラーの扱っていたキュビス
トや、ジョルジョ・デ・キリコ（Giorgio de Chirico）の作品を想起させるものである。この頃には、親しく
交流した作家ジョルジュ・バタイユ（Georges Albert Maurice Victor Bataille）の『眼球譚』などに物語場面を






 《戦闘》はスペイン内戦に言及した作品であり、1930 年代後半、アトリエ 17 ではスペイ
ンの窮状に関心を寄せる作家による作品を収めた版画集が企画、出版された。ここで、こ
れらに掲載された版画作品を確認しておきたい。1938 年の 7 枚組エッチング集『連帯
（Solidarité）』（図 2-8、2-9）は、スペイン出身のパブロ・ピカソ、ミロ、そしてヘイターな
ど 7 名による版画に、ポール・エリュアールの詩を添えたものである89。またヘイター主導




















                                                   89 『連帯』は他にタンギー、マッソン、ジョン・バックランド・ライト（John Buckland Wright）、ダラ・ハ
ズバンド（Dalla Husband）による版画を掲載し、Guy Levis-Mano 社から出版された。 90 この版画集には、他にバックランド・ライト、ハズバンド、ワシリ ・ーカンディンスキ （ーVasily Kandinsky）、
ロデリック・ミード（Roderick Mead）、ドルフ・リーサー（Dolf Rieser）、ルイス・バルガス（Luis Vargas）
が作品を寄せている。『友愛』には 8 点の版画をスティーヴン・スペンダー（Stephen Spender）の詩『ある








ために多色刷り技法を探究したのである。Hayter, New Ways of Gravure, 156-161. ヘイター、及び彼以前の多




































                                                                                                                                                     
『版画の技法と表現 改訂版』東京、町田市立国際版画美術館、1994 頁。 92 《ケンタウロス》は、ステンシルを用いて油絵具を版の表面に配置し、何度かプレスを繰り返すことで
多色刷りとして仕上げられた。この 3 年後に制作された《5 人の人物》は、同時多色刷りの更なる発展段
階を示している。ここではエングレーヴィングによる溝に黒インクを詰めた後、その黒インクと混ざり合
わないように、版の表面にシルクスクリーンを用いて 3 色の絵具の膜が塗布された。これは大きなサイズ
の版を用いて、全てのインクを一回の刷りで用紙に印刷した最初の作品である。 93 ヘイターによる版画のカタログレゾネの執筆に携わったピーター・ブラックは、40 年代と 50 年代の多
色刷りにおいては線が主要な表現要素であり、色彩は線刻されない余白に用いられる副次的要素であった
のに対し、1960 年前後に制作された水を主題とする作品においては色彩が線と同等の価値を持ち、両者の















。1933 年から 1943 年に




















                                                   95 マックス・ヴェルトハイマーは 1880 年、プラハに生まれ、1929 年からフランクフルト大学の教授を勤
めたが、ナチス政権の台頭に伴い、33 年にアメリカへ亡命する。渡米後、ニュー・スクールの教授となり、
同地で没した。ゲシュタルトとは「要素に還元できない、一つの全体がもつ構造特性」を意味し、ヴェル












































                                                   97 Sawin, “Hayter at 84,” 61. 98 石井祐子は、1940 年代前半のアメリカにおいて、シュルレアリスムが広告やファッションなどの広い分
野に浸透していたことを指摘している。石井祐子「一九四〇年代初頭のニューヨークとマックス・エルン
スト―《Vox Angelica》（一九四三年）を中心に―」『美術史』第 165 冊、美術史學會、2008 年、132-146



































ある。“I’ve always been a little doubtful of the expression ‘automatism’ because, at least in our ear, it has the notion of something that does itself, which of course is the feeling you have when you do it: it feels as if it were doing itself. But you know some part of your mind is doing this; in fact, you can even recognize transformed, transposed images of very much earlier experience. For this reason I’ve always considered ‘unconscious’ drawing to be a better expression than ‘automatic.’” Kainen, “Interview with Hayter,” 67. 101 「個人的な理由から、もはや私はシュルレアリストのグループの活動的なメンバーではないものの、私
のあらゆる作品の中にある素材の源泉は、無意識か自動的なもの（automatic）である。つまり、イメージ
は深く考えられた意図も方向性もなくして生み出されるのである。あるイメージを生み出そうという衝動
ははっきりしたものだが、特定のイメージを意識的に追求することはない。」Hayter, New Ways of Gravure, 155. しかしながら、1941 年にアメリカの美術雑誌にロザムンド・フロスト（Rosamund Frost）によるヘイ
ターの展覧会評が掲載された際、ヘイターは科学者であり、シュルレアリストとして紹介され、彼とミロ






































試みていた。1943 年にアトリエ 17 で制作していた知人に紹介されたことから、ポロックは
                                                   102 ヘイターの友人には、同じくイギリス人であるオンスロウ＝フォード（Gordon Onslow Ford）や抽象表
現主義のイサム・ノグチ（Isamu Noguchi）、マーク・ロスコ（Mark Rothko）らがいた。ヘイター．デジレ
「Ｓ．Ｗ．ヘイター在りし日の随想」『特別展 二十世紀美術展開の源流にいた伝説的名匠 S・W・ヘイタ
ーの版画芸術 螺旋階段：ギャルリー宮脇 PR 誌 75 号』ギャルリー宮脇、2007 年 10 月、2 頁。  103 ピーター・ブサ（Perter Busa）はマザウェル、バジオテス、ポロック、カムロウスキらと 1942 年に出会







言及している。Sawin, Surrealism in Exile, 155-159. 104 Ibid. 154. 
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翌年から同アトリエで版画制作を始め、1944 年秋から 1945 年春にかけてドライポイントと

























あり、同様にアトリエ 17 で制作された版画の一つ《無題》（図 2-19）では、画面右上に肉
                                                   105 Moser, op. cit., p. 6. また、1941 年の展覧会評において、ポロックの油絵がヘイターの作品と類似して
いると言及されたことを切っ掛けとして、ポロックがヘイターに近づいたと指摘されている。Francis Valentine O’Connor, Jackson Pollock (New York: Museum of Modern Art, 1967), 27. 及び、藤枝晃雄『ジャクソ
ン・ポロック』東信堂、2007 年、46 頁。ポロックがアトリエ 17 に関心をもった理由について、ヘイター
とポロックがどちらも線を重視したこと、そして 1944 年にニューヨーク近代美術館で開催されたアトリエ17 の展覧会を見たポロックが抽象的な手法で制作するシュルレアリストに共感を覚えた可能性が指摘され
ている。Lous Fichner-Rathus, “Pollok at Atelier 17,” The Print Collector’s Newsletter 13, no. 5 (November - December 1982): 162. 44 年から 45 年にかけて制作された版画は失われ、一部の試し刷りのみが残されていたが、ポロックの
死後、原版が発見され、1967 年に MoMA の学芸員であるウィリアム・Ｓ・リバーマンによる監督の下で
復刻された。ポロックによるこれらの版画については、以下の文献を参照のこと。B. H. Friedman, Jackson Pollock: Energy Made Visible (New York: McGraw-Hill, 1972), 73; Francis Valentine O'Connor, Jackson Pollock: A Catalogue Raisonné of Paintings, Drawings, and Other Works, vol. 4 (New Haven: Yale University Press, 1978), 142-152. 106 藤枝、前掲書、91－94 頁 107 Bernice Rose, Jackson Pollock: Drawing into Painting (New York: Museum of Modern Art, 1980), 18; Moser, “Impact of Stanley William Hayter,” 6-9; Sawin, Surrealism in Exile, 369-371. 108 マッソンは、1941 年夏にニューヨークに渡り、1945 年までの間にアトリエ 17 で 18 点のエッチングを
制作した。この期間に制作された版の内、パリに持ち帰った後に印刷されたものも多い。マッソンの版画












































                                                   109 Sawin, Surralism in Exile, 207. 110 Ibid. 111 Piri Halasz, “Stanley William Hayter: Pollock’s Other Master,” Arts Magazine 59, no. 3 (November 1984): 74.  112 1940 年代初めにポロックが交流をもった若手シュルレアリストのマッタやオンスロウ＝フォードはア
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。また 1949 年、彼はトリスタン・ツァラの著した『反頭脳』の挿絵として 8 点のエッ
                                                                                                                                                     
インシュタインやウスペンスキーの数学理論に関心を寄せており、ポロックがその関心を多少共有してい
た可能性も考えられる。Sawin, Surralism in Exile, 159, 199. 113 この《波打ち際の緩やかな渦巻き》について、1944 年に出会い、翌年結婚することになるメアリー・
アリス・ベイストルとロスコの肖像だと指摘されている。Diane Waldman, Mark Rothko in New York (New York: The Guggenheim Museum, 1994), 20. 114 この版画は友人のゴットリーブが自身のアトリエに所有していたプレス機で印刷されたものとも考え
られているが、ヘイターはロスコがアトリエ 17 で用いられていた版画技術を習得し、いくつかの版画を制
作したことを回想している。Kainen,“Interview with Hayter,” 65. 115 1930 年代にアトリエ 17 で制作した２冊の版画集へ作品を寄せたミロは、これ以降、ヘイターと長きに
50  















 マザウェルもアトリエ 17 では少数の銅版画のみを制作し、その後は絵画制作を主に活動










                                                                                                                                                     
渡る友人関係を築いたが、彼は他のシュルレアリストとは異なり、40 年代前半をフランスとスペインで過
ごした。戦後の 1947 年になって初めて陶製壁画制作のためにアメリカを訪れ、その際にアトリエ 17 で多
数の版画を制作した。 116 この時に出版された『反頭脳』は３巻で構成され、その内の１冊にミロ、残りの２冊にそれぞれエルン
ストとタンギーが挿絵を添えた。 117 ミロによる 1926 年の油彩画《鳥に石を投げる人》や 1947 年にアトリエ 17 で彫版された《シリーズⅡ》
にも類似の形体が現れる。この《シリーズⅡ》はニューヨークでミロが制作し５枚のエッチングからなり、1952-53 年にパリのラクリエール工房で印刷された。彼が 1947 年にアトリエ 17 で制作した版画作品の中に
は、これと同様に、パリに戻った後に印刷されたものも多い。また、3 章で論じるように、ロスコによる1944 年の油彩画《テイレシアス》やウィリアム・バジオテス（William Baziotes）による 1947 年の油彩画《サ
イクロプス》などにおける頭部の表現もまたミロの描くモチーフに近似している。 118 マザウェルはマイヤー・シャピロの紹介で、1940 年にシュルレアリスト、クルト・セリグマンのエン
グレーヴィング工房を訪ねている。Siri Engberg and Joan Banach eds., Robert Motherwell: The Complete Prints 1940-1991: Catalogue Raisonné (Minneapolis: Walker Art Center, 2003), 16. 1961 年にマザウェルはタチアナ・グ
ロスマンの設立した ULAE（Universal Limited Art Editions）版画制作を始め、5 点の作品を完成させた。そ
の後は、ULAE と並んで当時のアメリカで重要な版画工房であったタマリンド・リトグラフィ工房で制作
したものが大半を占める。初期の版画は 2 点現存するのみだが、マザウェルの回想によれば、彼はアトリ




















































第 3章 予言者としての芸術家 
  ―マーク・ロスコの《テイレシアス》におけるシュルレアリスムからの 





































































                                                   121 1930 年代にエイヴリーを中心として集まった画家仲間の中には、バーネット・ニューマンやジョン・
グラハムといった作家たちも含まれていた。James E. B. Breslin, Mark Rothko: A Biography (Chicago: The University of Chicago Press, 1993), 92-93.ロスコ、ゴットリーブ、エイヴリーの交流は断続的ではあったもの
の 1960 年代まで続いた。後年の彼らの関わりについては次の文献を参照。Philip Cavanaugh and Sean Avery Cavanaugh, Coming to Light: Avery, Gottlieb, Rothko-Provincetown Summers, 1957-1961, ed. E. A. Carmean (New York: Knoedler & Co., 2003). 122 次章にて再び触れるが、ゴットリーブは次のように回想している。「マークはアイスキュロスの演劇か
らいくつかのテーマを選び、私はオイディプス神話について思いを巡らせたが、これは古典的テーマであ









































 1930 年代、ロスコは《地下鉄》（図 3-6）のように人物や建築を単純化した形体として捉
え、都市で生きる人々の孤独を表す表現主義的な作風の具象画を制作していた。そのよう
な具象的な作風からシュルレアリスムを連想させる作風への突然の変化が生じたのは、お
よそ 1 年間絵画制作を中断した直後の 1940 年前後だと考えられる。この制作を休止した時
期に、ロスコはシュルレアリスム運動の発生に大きな影響を与えたフロイトによる『夢判







































年、第 48 刷改訂版、45 頁。 
126 谷川渥は、ピカソがアフリカ美術へ強い関心を寄せたのに対して、シュルレアリストたちがオセアニア
美術を好んだことについて、これら 2 つの美術に対するヨーロッパ植民地主義の影響の大きさと作品の造
形の相違に基づくと指摘している。谷川、前掲書、34-36 頁。 127 ロスコは 1940 年代前半に磔刑やピエタ、キリスト埋葬など聖書を主題とした作品も複数制作しており、
以下の研究では、ロスコのユダヤ教に対する関わり方とキリスト教的な主題の関係について論じられてい




































                                                   128 ロスコが初めて神話を主題として描いたとされる作品《アンティゴネ》の制作年に関しては 1938 年か
ら 1941 年まで研究者の間で意見が分かれているが、ここではアンファムによるカタログレゾネの記載に従
う。 129 ソフォクレス（前 496 頃-406 頃）はアイスキュロスとエウリピデスと共にアテネの三大悲劇詩人の一人
に数えられる。アイスキュロスとは異なり、初期の作品を除き、異なったテーマを扱う三編から成る悲劇
を執筆した。現存する作品はオイディプスに関連する三編『オイディプス王』『コロノスのオイディプス』












































                                                                                                                                                     
間や、両性が一体となっている象徴は、複合象徴のこの範疇に入る。」ギーディオン．Ｓ．『永遠の現在：

































                                                   136 この作品は 1943 年に《イフィゲネイアと海》という題名で展覧会に出品されたが、カンヴァスの裏に
は《水平の幻覚》と記されており、これは 1968-69 年にロスコが行った目録作成の際に書き込まれたと推






新潮文庫、1953 年、424-430 頁。 138 デイヴィッド・アンファムによるカタログ・レゾネでは《テイレシアス》の制作年は 1944 年とされて
いるが、カタログ・レゾネに先行する複数の展覧会カタログでこの作品は 1946 年の制作とされている。同
作品の表面にあるロスコの署名は、作品が完成した直後か、或いは 1945 年に初めて展示される前に書かれ
たと考えられる。裏面の題名と署名は、1968 年から 1969 年にロスコが当時所有していた全 798 点の作品
目録の作成を行った際に書かれたとされる。作品が完成して以降の詳しい来歴は不明だが、ロスコが自殺
した 1970 年の段階では妻メアリ ・ーアリス・ロスコが《テイレシアス》を所有していた。Anfam, Rothko: Works on Canvas, 19-20, 222.ロスコは作品の題名に神話中の人物名を載せることが少なく、今まで言及した作品以










































見たのかを論じ、また眼光輝くと形容されるアテナの属性について詳しく分析している。Nicole Loraux, The Experiences of Tiresias: The Feminine and the Greek Man, trans. Paula Wissing (Princeton University Press, 1995). 141 ナルシスとペンテウスに対しても見てはならぬものを見ることで破滅することを予言するが、特にペン
テウスの方は女たちの秘儀を見るという誘惑に負け、ディオニュソスの言うまま女装して祭祀を覗くもの
の、母の手にかかって八つ裂きにされ殺される。テイレシアスとペンテウスの出来事には女性に関する秘
事を知ったために罰を与えられるという共通点が認められるのである。 142 パトリック・ワルドベルグ著／巖谷國士訳『シュルレアリスム』美術出版社、82-83 頁。『テイレシアス
の乳房』の序文において、アポリネールは「シュルレアリスト」という形容詞をこの戯曲が示す芸術の新
しい傾向を表す言葉として用いた。“Pour caractériser mon drame je me suis servi d’un néologisme qu’on me pardonnera car cela m’arrive rarement et j’ai forgé l’adjectif surréaliste qui ne signifie pas du tout symbolique comme l’a supposé M. Victor Basch, dans son feuilleton dramatique, mais définit assez bien une tendance de l’art qui si elle n’est pas plus nouvelle que tout ce qui se trouve sous le soleil n’a du moins jamais servi à formuler aucun credo, aucune affirmation artistique et littéraire. (…) Quand l’homme a voulu imiter la marche, il a créé la roue qui ne ressemble pas à une jambe. Il a fait ainsi du surréalism sans le savoir.” Guillaume Apollinaire, Les Mamelles de Tirésias, 1918, collected in Guillaume Apollinaire, Œuvres complètes de Guillaume Apollinaire:Eedition Établie sous la Direction de Michel Décaudin, ed. Michel Décaudin, (Paris: A. Balland et J. Lecat, 1965-1966), 609.『テイレシア





































ものがこの詩の本質である」と記される。Thomas Stearns Eliot, The Waste Land (New York: Boni and Liveright, 1922), 57. エリオットは『荒地』の注において文化人類学の古典であるフレイザーによる『金枝篇』を参照
するように記している。ドリー・アシュトンの指摘によると、1930 年代にロスコと友人たちはエリオット
の『荒地』に見られる反歴史的批評に強く惹きつけられており、エリオットを読んでいたことからロスコ
は『金枝篇』に非常な関心を持つようになったと考えられる。Ashton, Dore, About Rothko (New York: Oxford University Press, 1983), 40.これらの文学的源泉を通して、ロスコは真実を見る能力をもつ盲目の予言者であ
り、性的転換の象徴でもあるテイレシアスというテーマに親しんだと考えられる。 143 ブルトンはこの言葉に「心の純粋な自動現象」という新しい意味を与えたのである。André Breton, “Manifesto of Surrealism” in Manifestoes of Surrealism, trans. Richard Seaver and Helen R. Lane (Ann Arbor: The University of Michigan Press, 1969), 24-26. [アンドレ・ブルトン著、巖谷國士訳『シュルレアリスム宣言』岩








































                                                   145 David Anfam, “Dark Illusion: The Context of the Rothko Chapel,” in Mark Rothko: The Chapel Commission (Houston: Menil Foundation Inc., 1996), 8. 146 “His 1936 Self Portrait (fig. 1), for example, literally effaces the artist’s sight behind glasses that are blacked out. It belongs within a long tradition that equateds ‘insight’ with the denial of outward vision. (...) Along these lines, his Tiresias (1944) depicts the blind ‘see-er’ as an almost translucent figure with a huge Cyclopean eye. This picture would be reconfigured in ever more abstracted guises during the so-called ‘multiform’ period of the late 1940s that ushered in the ‘classical’ works.” Ibid. 147 “In his drawing, Rothko concentrated solely on the theme of the blind seer, the capacity of see blind. The theme would become the basis of Rothko’s definition of hte relationship between painting. The viewer, meraphorically blind, is thrown back upon the sheer act of perception, upon his own vision.” Oliver Wick, “Seeing Blind and Drawing as Remembrance Commemorated,” in Mark Rothko: Works on Paper 1930-1969 (Basel: Galerie Beyeler, 2005), 7.この
























































 マン・レイは《破壊されざるオブジェ（破壊すべきオブジェ）》（1964 (replica of 1923 original)）
（図 3-24）において、目の写真が印刷された紙片をメトロノームの振り子につけ、先端の
尖った振り子に刺さるような目のイメージがオイディプス神話と、それに基づいてフロイ







である」と指摘し、アリス・メイホンは盲目性と「内的視覚」（inner sight）の対立を指摘する。Barbara Creed, “The Untamed Eye and the Dark Side of Surrealism: Hitchcock, Lynch and Cronenberg,” The Unsilvered Screen: Surrealism on Film, ed. Graeme Harper and Rob Stone (London: Wallflower, 2007), 119; Alyce Mahon, “The Search for a New Dimension: Surrealism and Magic,” The Meanings of Magic: From the Bible to Buffalo Bill, ed. Amy Wygant (Oxford and New York: Berghahn Books, 2006), 227.また、ルネ・ユベールはエルンストのテキストと
絵画に「内的光景（inner vision）」の観念を読み取っている。Renée Riese Hubert, Surrealism and the Book (University of California Press, 1988), 319.上記で”sight”と“vision”とを明確に区別するため「視覚」と「光景」
としたが、複数の先行研究の文脈を見ると、後者についても「視覚」と考えた方が自然に思われる場合が
多いため、本論文においては「内的視覚」をキーワードとして用いることとした。 
 なお、エルンストは 1920 年代末に円形の画面に鳥や卵を描いた作品を多数制作し、それらに《内的視覚》
（A l’interieur de la vue）という題名を付して内的視覚を主題とすることを示している。このタイトルは英
語圏の美術館での回顧展に際して、“Inside the Sight”（1973 年、ダラス美術館）や“The Inner Vision”（1991
年、テート・ギャラリー）と訳されている。後者のカタログは「絵画の彼岸」など画家による論考を参照
した上で、エルンストが「視覚を欠く光景」（sightless vision）と「第 2 の視覚」（second sight）を結びつけ
ており、彼の盲目性や視力の喪失の表現が視覚の解放を表していると指摘している。Uwe M. Schneede, “Sightless Vision: Notes on the Iconography of Surrealism,” Max Ernst: A Retrospective, ed. Werner Spies (London: Tate Gallery, 1991), 353.本論文では仏語からの直接的な訳を選び、同シリーズの一つ（図版 5-21）を《光景
の内側、卵》としている。また、マックス・エルンストの子息ジミー・エルンストは 1943 年、ニューヨー




ダリの描く空洞の眼窩に精神の内的状態と外的状態とを示すという性質を読み取っている。Siegel, Jeanne. “The Image of the Eye in Surrealist Art and its Psychoanalytic Sources, Part One: the Mythic Eye.” Arts Magazine 56, no.6 (February 1982): 102-106.その他、シュルレアリスムにおける内的視覚という観念と肉体的視覚の喪失、
盲目性については以下を参照。Martin Jay, Downcast Eyes: The Denigration of Vision in Twentieth-Century French Thought (Oakland, CA: University of California Press, 1993), 237; Gerald Eager, “The Missing and the Mutilated Eye in Contemporary Art,” The Journal of Aesthetics and Art Criticism 20, no. 1 (Autumn 1961): 49-59;田中正之











































































                                                                                                                                                     
第一世代とはやや異なる方向性をも持っていた。抽象表現主義の画家達がフロイトよりもユングの理論を
好んだということはしばしば指摘されるが、ここにシュルレアリスム運動自体においてもその傍流と言う
べき第二世代の作家達はユングの方へ引き寄せられていたという状況を見て取ることができるだろう。 155 ブルトン／粟津ほか訳『シュルレアリスムと絵画』176-178 頁。 156 Martica Sawin, Surrealism in Exile and the Beginning of the New York School (Cambridge, MA: MIT Press, 1995), 156.これらのレクチャーに関して公式の記録は残っておらず、内容や実情を知るには出席者の回想に
よるしかなく、ここでは主に、オンスロウ＝フォードに自筆の手書きノートの閲覧を特別に認められ、著
書において詳しく論じているマルティカ・ソーウィンの記述に基づく。Sawin, Surrealism in Exile, 430.これ
らのレクチャーにはロベルト・マッタ、ウィリアム・バジオテス、デイヴィッド・ヘア、イヴ・タンギー、
ロバート・マザウェルらが出席していた可能性が高いとされ、ポロック、ロスコ、アーシル・ゴーキーら










































































































































































                                                                                                                                                     













































ランツ・クプカによる豊かな色彩表現を特徴とする抽象絵画に対する名称となる。William Stanley Rubin ed., De Chirico (New York: Museum of Modern Art, 1982), 26-28.またウィラード・ボーンは、アポリネールの肖像
が《愛の歌》にも描かれたベルヴェデーレのアポロ像を基にしていると指摘し、アポリネール像の盲目を
ホメロスのような詩人とテイレシアスに代表される予言者と関連づけている。更に、この作品のもう一つ


































































































































































                                                   174 ジョン・フィッシャーは客船のバーで初めてロスコと会い、その時に話した内容を客室に帰ってからす
ぐに書き留めたと記録している。イタリア南部の都市パエストゥムで古代ギリシア・ローマ時代の遺跡を
見学している時に、この神殿遺跡を描きに来たのかと尋ねられたロスコは以下のように答えた。「私はそれ





























































 多くの抽象表現主義の画家たちが 1947 年頃に初期作品とは異なる抽象画の様式を確立し


































                                                   179 ゴットリーブの絵画は早い時期のものから様式上の区分に従って、ピクトグラフ、架空の風景、非静物、
ラビリンス、バーストに分類される。ピクトグラフは彼独自の様式を示す最初の作品群である。これらの




































                                                   180 Hobbs, “Surrealism and Abstract Expressionism,”; Dore Ashton, The New York School: A Cultural Reckoning (New York: Viking Press, 1973), 123-124; Sawin, Surrealism in Exile, 160-161. 181 抽象表現主義の神話主題画に対する芸術家の現代社会における経験、特に第二次世界大戦の影響につい
ては以下の文献を参照。Polcari, Abstract Expressionism and the Modern Experience.次の先行研究は、アメリカ
の芸術家が神話に表された人間の悲劇的な運命に関心を持っていたとして、1940 年代のアメリカ社会との


































                                                   182 Adolph Gottlieb, interview with Friedman, 1962, quoted in Sanford Hirsch, “Adolph Gottlieb and Art in New York in the 1930s,” in The Pictographs of Adolph Gottlieb, ed. Sanford Hirsch (New York: Hudson Hills Press, 1994), 20. 183 Stephen Polcari, “Adolph Gottlieb's Allegorical Epic of World War II,” Art Journal 47, no. 3 (1988): 204; Harry Cooper “Starting with Oedipus: Originality and Influence in Gottlieb’s Pictographs,” in Adolph Gottlieb: Pictographs 1941-1951 (New York: PaceWildenstein, 2004), 10; Charlotta Kotik, “The Legacy of Signs: Reflections on Adolph Gottlieb’s Pictographs,” Pictographs of Adolph Gottlieb, ed. Hirsch, 64.目のモチーフについて、ミロやマグリッ
トなどシュルレアリスム絵画の影響と共に、ゴットリーブの古代世界への関心を反映してエジプトやギリ






































                                                   184 Sophocles, The Oedipus Tyrannus of Sophocles, ed. John Tresidder Sheppard (Cambridge: The University Press, 1920), 23-31.ギリシア神話において盲目性と予言、性転換を体現するテイレシアスは、ギヨーム・アポリネ
ールによる演劇『ティレジアスの乳房：超現実主義のドラマ（Drame surréaliste）』（1917）や T・S・エリオ




































                                                                                                                                                     
号、神戸大学、2008 年、38―47 頁。同連盟でのゴットリーブたちの活動については以下を参照。Guilbaut, How New York Stole, 45, 72; Breslin, Mark Rothko: A Biography, 158. 187 Edward Alden Jewell, “Modern Painters Open Show Today: 55 Members of the Federation Represented in Third Annual Exhibition at Wildenstein's,” New York Times, June 2, 1943, 28.次の文献ではこの批評とゴットリーブ・ロ
スコの反論について、1940 年代のアメリカにおけるモダン・アートの展開と抽象表現主義の形成という文
脈から分析されている。Guilbaut, How New York Stole, 72-79. 188 Jewell, “Modern Painters.”（［］は筆者による補足、以下同） 189 これに先立って、ジュエルはゴットリーブから連絡を受け、近々これらの作品についての声明を送る旨








































 この声明を発表した 1943 年にゴットリーブが制作した作品を見てみると、《黒い手》（図
4-3）には多数の手型を残すことで画家の存在が刻印されている。画面右下の正面を向く顔
                                                   190 Adolph Gottlieb and Mark Rothko, A Letter to the Editor of the New York Times, June 7, 1943, quoted in Edward Alden Jewell, “‘Globalism’ Pops into View: Puzzling Pictures in the Show by the Federation of Modern Painters and Sculptors Exemplify the Artists’ Approach,” New York Times, June 13, 1943, X9. この手紙の執筆にはバーネッ
ト・ニューマンも匿名で参加した。Bonnie Clearwater, “Shared Myths: Reconsideration of Rothko’s and Gottlieb’s Letter to the New York Times,” Archives of American Art Journal 24, no. 1 (1984): 23-25. 191 Jewell, “End-of-the-Season.” 192 手紙の当該箇所は同記事には引用されていない。Mark Rothko, Writings on Art, ed. Miguel Lopez-Remiro (New Haven and London: Yale University Press, 2006), 36.  193 この連盟の声明は同記事に引用された。Jewell, Ibid. 194 Edward Alden Jewell, “‘Globalism’: Of Windmill Tilting and Cheshire Cats,” New York Times, June 27, 1943, X6. 195 Edward Alden Jewell, “When is Art American?,” New York Times, September 1, 1946, 46.この記事については





































は、これ以降のピクトグラフにおいて如何に展開し、画家の存在はどのような形で表され                                                   197 物理的なつながりによって作家を示す手型と、ゴットリーブの自己表象との関係については以下の議論
を参照した。ロザリンド・クラウス・小西信之訳「指標論 パートⅠ・Ⅱ」『オリジナリティと反復』リブ
ロポート、1994 年。 198 この二面の横顔に外的視覚と内的視覚をもつ芸術家の役割が暗示されているとの指摘もある。Kotik, “Legacy of Signs,” 64. 199 この鳥のイメージについて、目と手のイメージと組み合わせる点でエルンストの《オイディプス王》
（1922）を想起させ、エルンストの場合と同様に無意識の解放を示すと指摘されている。MacNaughton, “Adolph Gottlieb: His Life,” 39. 200 テイレシアスが盲目になった所以については以下を参照。Apollodorus, The Library, trans. Sir James George Frazer (London: W. Heinemann; New York: G.P. Putnam, 1921), 363-367. 201 3 章ですでに言及したように、アンファムによると、ロスコの作品には《テイレシアス》を含めた初期
作品からダーク・ペインティングと呼ばれる晩年の作品まで一貫して闇、暗さが基盤にあり、《自画像》の
深い陰にしずむ両目によって盲目を暗示する手法は、肉体的な視覚を失うことを内的視覚（“insight”）の獲






2. 1940 年代後半のゴットリーブの作品と批評家との応酬 
 

































                                                   202 Jewell, “When is Art American?”  203 ユングは芸術家の役割について、無意識の中に同時代の精神的状況が最も必要としているものを発見し、
無意識の領域からから意識に引き上げ、現代人が理解できるようにその形姿を翻訳することだと述べてい
る。Carl G. Jung, Modern Man in Search of a Soul (New York: Harcourt, Brace & World, 1933.)[C. G. ユング・高
橋義孝・江野専次郎訳『現代人のたましい ユング著作集二』日本教文社、1970 年、87－89 頁]ゴットリ






































                                                   204 The Institute of Contemporary Art, “Modern Art and the American Public,” in Be-bomb: The Transatlantic War of Images and All That Jazz, 1946-1956, ed. Serge Guilbaut and Manuel J. Borja-Villel (Barcelona: Museu d'Art Contemporani de Barcelona; Madrid: Museo Nacional Centro de Arte Reina Sofía, c2007), 418-420. ボストン現代
美術館は、ボストン・コンテンポラリー・アート美術館へと改称した。 205 Aline B. Louchheim “‘Modern’ or ‘Contemporary’–Words or Meanings?: Thirty-fifth Armory Show Anniversary Finds Confusion Further Confounded,” New York Times, February 22, 1948, X8. 206 Clement Greenberg, “Review of an Exhibition of Mordecai Ardon-Bronstein and a Discussionof the Reaction in America to Abstract Art” in Arrogant Purpose, 1945-1949 (The collected essays and criticism/ Clement Greenberg; v. 2), ed. John O'Brian (Chicago: University of Chicago Press, 1986), 217-218. Originally published in “Art,” Nation (March 6, 1948). 207 ジョージ・L・K・モリスによるスピーチの中でも、ルーシュハイムは幾何学とシンボルを描いた絵画









































                                                   208 Adolph Gottlieb, a typed script for his talk Unintelligibility, given on May 5, 1948 at Museum of Modern Art, New York, 1.（傍線部は原文に従う） 209 Gottlieb, Unintelligibility, 2. 210 ゴットリーブのピクトグラフが方向感覚の喪失と閉塞感といった精神的な面での第二次大戦の経験を
示し、その構造自体が迷宮を示唆するとの指摘がある。Polcari, “Adolph Gottlieb’s Allegorical Epic,” 203-204. 211 英雄テセウスに自己を同一視する例として、アンドレ・ブルトンによる 1925 年の文章がある。「（私は）
水晶の迷宮のなかに閉じこめられたテセーウスになるはずだ」として、ブルトンは彼自身がテセウスとミ
ノタウロスの性質を併せ持つことを示唆する。アンドレ・ブルトン「現実僅少論序説」『アンドレ・ブルト
ン集成 六』人文書院、1974 年、201 頁。 212 1954 年に行った講演において、ゴットリーブは若い頃に憧れた英雄であるセザンヌやゴッホらが神話
中の巨人たちのように思われたと述べ、また黙って芸術に身を捧げ、世間の冷淡な無視に耐えることが芸





































                                                   213 マッソンによる迷宮神話を主題とした作品については次の文献を参照。Clark V. Poling, Andre Masson and the Surrealist Self (New Haven: Yale University Press, 2008). 猿渡紀代子「アンドレ・マッソン―神話とエロス
のはざまで」『アンドレ・マッソン&ロベルト・マッタ : それぞれの宇宙』横浜美術館、1994 年。ゴット
リーブに対するマッソンの影響については他に、《ピクトグラフ＃４》の人差し指を指す手がマッソンの素
描を源泉にしているという指摘がある。Polcari, “Adolph Gottlieb's Allegorical Epic,” 204. 214 Sophocles, Oedipus at Colonus of Sophocles, trans. Eamon Grennan and Rachel Kitzinger (New York: Oxford University Press, 2005), 99-100.エルンストの《オイディプス王》における迷宮に関連するモチーフについて
は次の文献で論じられている。Whitney Chadwick, Myth in Surrealist Paintings, 1929-1939 (Ann Arbor: UMI Research Press, 1980), 20. 215 マッソンの作品における二つの神話の連結については以下を参照。猿渡、前掲書、23-24 頁。 
92  






























快楽への衝動に対する盲目性という含意が見出される。ミノタウロスとオイディプスとの                                                   216 Werner Spies, Introduction to Picasso: The Vollard Suite of 100 Etchings 1930-1937, ed. Fischer Fine Art Limited (London: Fischer Fine Art Limited, 1973), 5-7. 217 ローランド・ペンローズはピカソが若い頃に感銘を受けた盲目の乞食たちの姿とミノタウロスのイメー
ジに類縁関係を見出し、「めしいた彼（ミノタウロス）はオイディプスのように自分の宿命である罪を宣言
している」と述べている。ローランド・ペンローズ著／高階秀爾・八重樫春樹訳『ピカソ：その生涯と作












































                                                   219 1948 年に同書の英訳が出版された。アンドレ・ジッド「テセウス」『若林真個人訳 アンドレ・ジッド
代表作選４レシ第２部』慶應義塾大学出版、1999 年、294 頁。 220 ザツキンの小論を掲載した『ヴュー』誌は、1940 年代に亡命シュルレアリストたちがニューヨークで



























るアルファベットの T はテセウスの存在を示している224。《ラビリンス#2》（図 4-13）でも T







                                                   221 “A Defense of ‘Modern Art’,” New York Times, March 28, 1950, 30; The Institute of Contemporary Art, The Museum of Modern Art, Whitney Museum of American Art, “A Statement on Modern Art” Art Education 3, no. 3 (May-June 1950): 6-7.  222 ゴットリーブは抽象表現主義の作家の集まる討論会の席上で、美術館への抗議を提案した。Breslin, Mark Rothko: A Biography, 271; Sandler, Abstract Expressionism and the American Experience.この抗議活動とそのメ
ディアでの報道については以下を参照。B. H. Friedman, “‘The Irascibles’: A Split Second in Art History,” Arts Magazine 53, no. 1 (September 1978): 96-102; Bradford R. Collins, “Life Magazine and the Abstract Expressionists, 1948-51: A Historiographic Study of a Late Bohemian Enterprise,” The Art Bulletin 73, no. 2 (January 1991): 295-298. 223 “Irascible Group of Advanced Artists Let Fight against Show,” Life 30, no. 3 (January 15, 1951): 34. 224 先行研究ではＴ字型を含め記号的シンボルが具体的に何を示すのかを指摘されることはほとんどない
ものの、ミリアム・ロバーツはピクトグラフにおいてしばしば顔の一部として描かれるＴ字は本質的な人
間性を表すと指摘している。Miriam Roberts “Introduction: Adolph Gottlieb” in Adolph Gottlieb: Paintings 1921-1956, ed. Henry Flood Robert (Omaha: Joslyn Art Museum, 1980), 33. 
95  
リンス#2》ではオイディプス神話の内的視覚と迷宮神話を象徴する渦巻きが結びつけられ、
更に T の文字の呼応がテイレシアスとテセウスの繋がりを強調している。 
















 《予言者（見者）》の正面向きの顔が明らかに T 字型を意識していることは、この時期の
作品において、T の文字がテイレシアスとテセウスを示す記号として機能するという考えを
































































































1948 年のヴェネツィア・ビエンナーレで同館の担当したアメリカ館での展示には 79 名の出
                                                   225
地理的に東洋の文化が移入され、アジア系作家たちも多い北西派の芸術家たちの間では東洋思想・美術
への関心が高かった。中でも年長のトビーを中心にモリス・グレイヴス、ケネス・キャラハン、ガイ・ア
ンダーソンは神秘主義の 4 人と呼ばれ、注目を集めた。国立国際美術館編『アメリカ北西派の美術』7-9 頁。 226 トビーの経歴、先行研究については主に以下の文献を参照。William Chapin. Seitz ed., Mark Tobey (New York: Museum of Modern Art, 1962); Betty Bowen, introd., Tobey’s 80: A Retrospective (Seattle Art Museum, 1970); The National Collection of Fine Arts ed., Tribute to Mark Tobey (Washington: The Smithsonian Institution Press, 1974); 国立国際美術館編『アメリカ北西派の美術：その心に生きる東洋との出会い』国立国際美術館、1982







にスイスのバーゼルに移住し、その後 1976 年に逝去するまで同地で活動を続けた。 
 このようにトビーはニューヨークでの活動歴があり、抽象表現主義の画家たちと同時期
に抽象画を描いたが、彼らとは大きく異なる経験をしている。まず 1920 年代の大半、そし




























                                                   227 シアトルにおけるアジア系芸術家たちの活動については次の文献に詳しい。Kazuko Nakane, “Facing the Pacific: Asian American Artists in Seattle, 1900-1970,” in Asian American Art: A History, 1850-1970, ed., Gordon H. Chang, Mark Dean Johnson, Paul J. Karlstrom, and Sharon Spain (Stanford, CA: Stanford University Press, 2008), 55-81.この論考では 1940 年代後半以降に抽象表現主義を思わせる作風の抽象絵画を制作したシアトルの日
系人芸術家たちへのトビーの影響の大きさが指摘されている。Ibid, 69-72. 228






































                                                   230
連邦美術計画の詳細とアメリカの芸術家に対する影響については次の文献を参照。McKinzie, The New Deal for Artists. 231 「ホワイト・ライティング」という用語がどの時点で最初に用いられたのかは不明だが、フレッド・ホ
フマンは 1944 年にグリーンバーグによる「ネイション」誌上の批評が初めて全米規模の出版物にこの用語
が載った例だと指摘している。Fred Hoffman, “Mark Tobey’s Paintings of New York,” Artforum 17, no. 8 (April 1979): 29 (n. 6). 232 この作品は公共事業促進局のために制作されたにも関わらず、公開されることはなく、トビー自身は紛
失したと考えていた。しかし、その 3 年後に 2 つに分割された同作品を所有する人物からトビーへ売却の



































開され、上部では直線が抽象的なパターンを描いている。                                                                                                                                                      
ではトビーがセイツとのインタビューで「キュビスムの個人的な発見」について語り、彼が形体の中に形
体をもつ、つまり立方体の中に平面をもつことに気がつき、そして立方体から解放される方法を知ったと






























のため、英国での多様な芸術家たちとの交流とこの東洋の諸都市を巡る旅行での経験は、                                                   234
ウィンザー＝タマキは、トビーが抽象表現主義とは異なる自分の特徴を際だたせるために意図的に書の
要素を採用した可能性を指摘し、これらのスミ・ペインティングは特にアジア性を強く示すためにアメリ
カの批評家たちからの評価を得ることに失敗し、トビーもその失敗を認めていたと論じている。Winther-Tamaki, Art in the Encounter, 50, 55-56. 235 1951 年の「回想と夢想」と題した文章において、トビーは東洋への旅などそれまでの自身の軌跡や関
心事を回顧し、友人である中国人作家タン・クウェイから中国風の筆の使い方を最初に学んだと述べてい
る。Mark Tobey, “Reminiscence and Reverie,” Magazine of Art 44, no. 6 (1951): 228-232. 1920 年代にシアトルで
トビーに書を教えたときに、クウェイはワシントン大学で学んでいた。1934 年、トビーは陶芸家バーナー
ド・リーチと共に上海に旅し、同地に住んでいたクウェイの元に滞在した際に再び書を習い、また上海の
美術学校の授業に参加し、複数の書の技法を学んでいる。Hoffman, “Mark Tobey’s Paintings,” 29, n. 7.トビー
によると、彼がホワイト・ライティングと呼ばれる作品を描き始めたのは、1936 年に英国に帰国してから

































。例えば英国人の東洋学者アーサー・ウェイリー（Arthur Waley）は 1922 年に
                                                   236 Arthur Wesley Dow, Composition: A Series of Exercises in Art Structure for the Use of Students and Teachers, 7th ed., rev. and enl. (Garden City, NY: Doubleday , 1913).ダウの美術教育理論における日本美術の影響については
次の文献を参照。橋本泰幸「アーサー・ダウ研究―アメリカにおける教育のジャポニスム」『名古屋芸術
大学研究紀要』32 巻、2011 年、293-309 頁。 237 ラズボーンは、1928 年にある画家と単色の色調について会話をしていることから、その時までにトビ
ーがそのような線と濃淡を用いた画面構成法を知っていた可能性を指摘している。Rathbone, Mark Tobey: City Painting, 22.しかし、トビーはおそらく美術学校で学んでいる時点で、ダウの画面構成についての理論
に触れていたと考えられる。次の文献ではトーマス・ハート・ベントンによる絵画教授法を論じる中で、
シカゴ・アート・インスティチュートでのダウの構図法の採用について言及されている。Barbara Jaffee, “Jackson Pollock’s Industrial Expressionism,” Art Journal 63, no. 4 (Winter, 2004): 71, 75. 238 Rathbone, Mark Tobey: City Painting, 22.ラズボーンは、マリンによる抽象度の高い水彩画の中でも特にブ
ロードウェイやニューヨークの光景を描いた作品が、トビーの《ブロードウェイ》を始めとするホワイト・
ライティングに造形表現と主題の点で類似することを指摘している。Ibid, 28-29.  239 1925 年、英国南西部のデヴォン州にレナード・エルムハーストと夫人のドロシーは広大な土地を購入
し、再構築した中世建築ダーティントン・ホールを中心に先進的教育機関を開校し、ここは幅広い芸術家、
104  








リーチは 1934 年 3 月初旬にドーバー海峡を越えてパリへ渡った後、ナポリから海路で香港
に到り、4 月に上海へと移動した。上海で 2 人はテン・クウェイの元に滞在したが、リーチ
は一足早く日本へ移動したため、日本国内では別行動をとった。トビーは 6 月から 7 月に
かけて京都市郊外の禅寺に滞在し、その間に禅画や龍の天井画を見たと報告している。こ
の長期に及ぶ旅行の前半をトビーは中国、日本滞在に費したが、その大半はシアトルとニ
ューヨークで過ごしている。彼は 7 月後半には日本を離れてサンフランシスコに渡り、9 月
後半にシアトルへ移動すると、この旅行中に制作した作品を出品する展覧会を開催した。
翌 1935 年の約半年をニューヨークで過ごした後、アメリカの諸都市を訪れ、10 月頃にダー












                                                                                                                                                     
思想家、研究者たちの集まる場所となった。アメリカ人であるドロシーは富豪ホイットニー家の主要相続
人でもあった。 David Parsons, “Dartington: A Principal Source of Inspiration Behind Aldous Huxley’s Island,” The Journal of General Education 39, no. 1 (1987): 1-2. 
240 Arthur Waley, Zen Buddhism and Its Relation to Art (London: Luzac, 1922); Arthur Waley, An Introduction to the Study of Chinese Painting (London: Ernest Benn, 1923); Lady Murasaki, The Tale of Genji, trans. Arthur Waley (London: G. Allen & Unwin, 1925). 241 リーチは柳宗悦らの陶芸家たちから 1934 年春に日本を訪れるよう招待を受け、旅行資金を援助したエ
ルムハースト夫妻は彼の親しい友人であったトビーを同行させることにした。リーチはこの旅行、そして
ダーティントン・ホールにおけるトビーの活動について記している。バーナード・リーチ著／福田陸太郎
訳『東と西を超えて：自伝的回想』日本経済新聞社、1982 年、196-210 頁[Bernard Leach, Beyond East and West: Memoirs, Portraits, and Essays (London: Faber and Faber, 1978).] 242 “International Exhibition of Chinese Art”と題された大規模な中国美術展が 1935 年 11 月 25 日から 1936 年3 月 14 日にかけて、ロンドンのロイヤル・アカデミー、バーリントン・ハウスにて開催された。同展の詳
細については以下を参照。Jason Steuber, “The Exhibition of Chinese Art at Burlington House, London, 1935-1936,” The Burlington Magazine 148, no. 1241 (August 2006): 528-536. 243 Mark Tobey, “Japanese Traditions and American Art,” College Art Journal 43, no. 1 (Fall 1958), 24.デイヴィッ
ド・クラークは東洋への旅についての詳細を記しており、日本滞在中にトビーが延暦寺へ頻繁に訪れたこ
とを指摘している。David J. Clarke, The Influence of Oriental Thought on Postwar American Painting and Sculpture (New York: Garland Publishing Inc., 1988), 140.またクラークはテン・クウェイ（タン・バイ）がトビ



































                                                   244 自分は未だに悟りの境地に達していないし、自分だけではなく他のアメリカ人画家たち、そして同時代
の東洋人画家たちが悟りを開くことができるかは疑わしいとも述べていることから、トビーは自分の東洋




に楷書と草書の要素を見出していることに触れているが、彼女自身はそれ以上の言及はしていない。Jo-Anne Birnie Danzker and Scott Lawrimore ed., Mark Tobey, Teng Baiye: Seattle, Shanghai (Seattle: Frye Art Museum, 2014), 14.なお、このカタログには上述の 2011 年のクラークによる文献の一章が所収されている。






































                                                   247 後で触れる 1958 年のトビーによる論考は、東洋美術と西洋美術の相違について詳しく論じている。ま
たキャサリン・クーとのインタビューにおいて、トビーは 1940 年代に無数の独立した線を織り込むことで
量感の感覚を表現し、その線のダイナミクスと線の間に置いたアクセントのタイミングによって、より繊






























                                                   249 「アメリカ東海岸がヨーロッパ文化の影響を受けてきたように西海岸がアジアからの美的影響を受けて
いれば、豊かな国となっただろうに！西海岸はアジアの影響をあまり受けていなかったが、第二次世界大
戦によって状況が変わり、ヨーロッパの影響は弱まり、私たちは独自のスタイルを発展させている。しか
し私たちは、日本美学と私が名付けるものへの認識を益々高めている。」Mark Tobey, “Japanese Traditions and American Art,” College Art Journal 43, no. 1 (Fall 1958), 22.日本語抄録が国立国際美術館編『アメリカ北西派の
美術：その心に生きる東洋との出会い』国立国際美術館、1982 年、84 頁に収録されている。 250 「日本人画家の書いた記事を読むと、彼らが「抽象」という言葉を絵画における禅の思想の一部と見な
していると気づかされる」と述べており、トビーが禅と抽象画との間に密接な関連を見出していたことが





恭子編『ポール・ホリウチ展：シアトルに渡った日本の感性：Paul Horiuchi: Japanese Sensitivity Preserved in the Pacific Northwest』山梨県立美術館、2003 年、15 頁。鈴木大拙は禅に関する英語での著作を多く著し、
元々1934 年に京都で刊行された『禅入門』は 1949 年にユングによる序文を附した形でニューヨークでも
出版された。Daisetz Teitaro Suzuki, An Introduction to Zen Buddhism (New York: Philosophical Library, 1949). 
108  
 トビーは 1930 年代半ばにホワイト・ライティングを始めた後も、複数の異なる様式を並
行して用いており、その中にはシュルレアリスム絵画との関連を示すものがある。《科学》



































































                                                   252 Ibid. 253 この作品については、ヘイターの《戦闘》（図 2-7）と共にポロックのポード・ペインティングとの比較
が検討されており、トビーとヘイターが空間表現の点で旧来の絵画様式に基づいているのに対して、ポー
ド・ペインティングが新しい空間の扱いを示すと指摘されている。Kalmel, Pollock: New Approaches, 93. 254 ニューヨーク近代美術館で開催された「アメリカ人たち 1942：9 つの州の 18 人の芸術家たち」はアメ
リカの諸地域の芸術家をニューヨークで紹介するという意図で開催された。モリス・コール・グレイヴス
は 1910 年、オレゴン州に生まれ、1928 年 17 歳の時に商船の船員として上海、神戸、横浜、ホノルル、サ
ンフランシスコを訪れ、このときの日本滞在は彼に大きな印象を残し、後の絵画制作にも大きな影響を与












の鳥》（1940）（図 5-23）や《ほとんど知られていない、内的な目をもつ鳥 No. 1》（1941）




















 このように 1940 年代半ば以降、トビーの線描表現は、マッソンを連想させる長いストロ
ークによる半抽象的描写から、より細かい直線の集積へと変化し、具象的な形体を含まな










                                                   255
同展カタログには掲載された各出品作家による声明の中でもグレイヴスは「内的な目」に言及している。Dorothy C. Miller, Americans 1942: 18 Artists from 9 States (New York: Museum of Modern Art, 1942), 51. 256 Patricia Junker, Modernism in the Pacific Northwest: The Mythic and the Mystical: Masterworks from the Seattle Art Museum (Seattle: Seattle Art Museum; London: University of Washington Press, 2014), 16.当該のロンドンの写



















































                                                   257
抽象表現主義の成立については第 1 章で言及したように多くの先行研究があるが、以下に主要な文献を





































している。Andrew Ross, No Respect: Intellectuals & Popular Culture (New York: Routledge, 1989), 42-45. 259 このような政治と抽象表現主義との関係を扱った論考として以下の文献が挙げられる。Max Kozloff, “American Painting during the Cold War,” Artforum 11 (May 1973): 43-54; Eva Cockcroft, “Abstract Expressionism, Weapon of the Cold War,” Artforum 12, no. 10 (June 1974): 39-41; Jane de Hart Mathews, “Art and Politics in Cold War America,” The American Historical Review 81, no. 4 (October 1976): 762-787; David and Cecile Shapiro, “Abstract Expressionism: The Politics of Apolitical Painting,” Prospects 3 (1977): 175-214.グリーンバーグの批評
と政治との関連については以下を参照。Cox, Art-As-Politics.次の文献はコズロフらの論考を含め、抽象表現
主義と冷戦の関係を論じる重要な論文を収録しており、フランシス・フランソワによる序文はこのトピッ








































ない画家の評価、位置づけは扱っていない。                                                    260 Guilbaut, How New York Stole, 3-4. 261 Ibid, 121-122, 162. 262 Gibson, Abstract Expressionism: Other Politics, 2. 263
ギブソンは 1989 年の論考で、抽象表現主義の議論の中で等閑視されてきたアフリカン・アメリカンの画
家ノーマン・ルイスの 1940 年代における活動を取り上げ、1997 年の著作では抽象表現主義の中心的作家
たちのアイデンティティについても、アメリカ白人男性の一般的イメージとは相容れない要素があること





























されたが、イギリス、フランスの批評家たちの反応は以前と変わらず批判的であり、この                                                   264 Bert Winther-Tamaki, Art in the Encounter of Nations: Japanese and American Artists in the Early Postwar Years (Honolulu: University of Hawai’i Press, 2001). これらの先行研究の中でとりわけバート・ウィンザー＝タマキ
はマーク・トビーとフランツ・クラインと東洋美術との関係、彼らの作品の受容について詳しく論じてい
るため、本章で両者の作品について論じるにあたって、この論考に再び言及する。以下の文献では抽象表
現主義を含む 20 世紀のアメリカ美術に対する東洋美術からの影響が論じられている。Maurice Tuchman ed., The Spiritual in Art: Abstract Painting 1890-1985 (Los Angeles: Los Angeles County Museum of Art; New York: Abbeville Press, 1986); Clarke, The Influence of Oriental Thought; Jeffrey Wechsler ed., Asian Traditions/Modern Expressions: Asian American Artists and Abstraction, 1945-1970. (New York: Harry N. Abrams, 1997); Stanley K. Abe, “To Avoid the Inscrutable: Abstract Expressionism and the ‘Oriental Mode” in Discrepant Abstraction ed. Kobena Mercer (Cambridge, MA: MIT Press, 2006): 52-73; Alexandra Munroe ed., The Third Mind: American Artists Contemplate Asia, 1860-1989 (New York: Guggenheim Museum; London: Thames & Hudson, 2009).ジェフ
リー・ウェクスラーは抽象表現主義が東洋美術の造形を受容したことを指摘し、抽象表現主義を特徴づけ
る色彩の制限や素早い筆遣いなどの要素が東洋美術において伝統的に用いられてきたことを指摘している。Wechsler, Asian Traditions/Modern Expressions, 11.以下の文献では特にポロックと中国絵画の類似について論






























                                                   265 ジュエルの著書にはイギリスとフランスで発表された同展への批評が引用されている。それらの批判に
は、アメリカ美術はまだ稚拙であり、ヨーロッパ美術の模倣にすぎないという意見や、アメリカの建築や




好んだと指摘する。Margaret Lynne Ausfeld and Virginia M. Mecklenburg, Advancing American Art: Politics and Aesthetics in the State Department Exhibition, 1946-48 (Montgomery: Montgomery Museum of Fine Arts, 1984), 12.












































する絵画をアメリカ的な美術と考えることが一般的であったことが分かる。Charlie May Simon, Art in the New Land: Stories of Some American Artists and Their Work (New York: Dutton, 1945). 270 クレイヴンは次のように述べている。「私の予想では、数年間の退廃の時期を経て、抽象芸術のファッ
ショナブルな空虚さが、それを実践する臆病者にさえも明らかとなるだろう。芸術家でさえ、時折目を覚
ますものだ。」Craven, “The Degradation of Art,” in Be-Bomb, 441. 271 Serge Guilbaut, “Postwar Painting Games: The Rough and the Slick,” in Reconstructing Modernism: Art in New York, Paris, and Montreal, 1945-1964, ed. Serge Guilbaut (Cambridge, MA: MIT Press, 1990), 34.ギルボーはここ
でバーやマザウェルらの声明、活動を挙げて、反共主義に対するモダン・アート擁護の動きも高まったこ
とを分析している。また、ニューヨーク近代美術館が戦後の中央情報局など政府機関と連動して行った一









 また 4 章で言及したルーシュハイムによる新聞批評で言及されるボストン近代美術館





























                                                   272 Eleanor Jewett, “D. C. Rich Denies Exhibit Bid to Milwaukeean,” Chicago Sunday Tribune, June 25, 1939, Part 8-Page4; http://archives.chicagotribune.com/1939/06/25/page/88/article/d-c-rich-denies-exhibit-bid-fo-milwaukeean




































































                                                   278 “The smallest one of all, Conflict, and Wounded Animal, with its chalky incrusttation, are among the strongest abstract paintings I have yet seen by an American.” Ibid. 279 ヘスはバジオテス、マザウェルやロスコを抽象画家として評価している一方で、アメリカン・シーンに








な、啓蒙的奨励を表明する近代美術館の方を支持するという立場を明らかにしている。“Vernissage,” Artnews 43, no. 10 (August 1944): 7. 280 Harold Rosenberg, “The American Action Painters,” The Tradition of the New (London: Thames and Hudson, 1962), 32-35. Originally published in Art News 51, no. 8 (December 1952): 22-23, 48-50. 281 グリーンバーグは、カンディンスキーとレジェについて、抽象画家が装飾家に堕落することは容易いと


















































































                                                   285 David Sylvester, “The Venice Biennale,” Nation 171 (September 9, 1950).シルヴェスターはルシアン・フロイ
ドやフランシス・ベーコンらの英国人芸術家たちに対する評価を積極的に後押しした人物で、後に抽象表
現主義を評価するようになる。 286 Clement Greenburg, “The European View of American Art,” Nation 171, no. 22 (November 25, 1950): 490-491.
このグリーンバーグの応戦に対して、シルヴェスターは簡潔な回答を寄せている。彼はアメリカに対する
偏見に基づいて批判しているのではないと主張し、グリーンバーグは予言者か独裁者のつもりなのかと攻
撃しているが、この回答は精彩を欠いている。“Mr. Sylvester Replies,” Nation 171, no. 22 (November 25, 1950): 492. 287 John I.H. Baur, Revolution and Tradition in Modern American Art (Cambridge, MA: Harvard University Press, 1951), 137.彼が批判する反動的批評に対して、バウアー自身がアメリカのモダン・アートを論じる際には画
家たちの政治的傾向や思想に触れることはなく、ヨーロッパとアメリカの前衛芸術からどのような影響を



































                                                   289 Edward F. Rothschild, The Meaning of Unintelligibility in Modern Art (Chicago: University of Chicago Press; Tokyo: Maruzen, 1934). 290 この討論会は 1949 年 4 月 8 日から 10 日までの 3 日間開催された。このセッションの書き起こし原稿は




レッド・バーよりも進歩的だったと評価されている。Dore Ashton, “Midcentury Cultural Milieu” in Weldon Kees and the Arts at Midcentury, ed. Daniel A. Siedell (Lincoln: University of Nebraska Press, 2007), 29. 
 このシンポジウムに参加した唯一の画家がトビーだという事実は、彼が西海岸のモダン・アートを牽引
する人物として目されていたこと、そしてモダン・アートについての議論をトビーも認識していたことを
伝えている。トビーは 1949 年 6 月に提携していた画廊主であるマリアン・ウィラードに宛てた手紙で、こ
のラウンド・テーブルは過去の出来事となった今でも益々有意義に思われると述べている。Musée des Arts Décoratifs ed, Mark Tobey (Paris: Palais du Louvre Pavillon de Marsan, 1961), np. 291 Alfred H. Barr, Introduction to What is Modern Painting? (New York: Museum of Modern Art, 1943). 


















































































                                                   294 Howard Devree, “From a Reviewer’s Notebook,” New York Times (April 9, 1944), X7. 295 Clement Greenberg, “Art,” The Nation (April 22, 1944): 495. 296 前述のグリーンバーグによる最初のポロック展の批評は、これより 7 ヶ月後の 1943 年 11 月に発表され






































 このように 1940 年代前半のニューヨーク美術界では、トビーに対する評価は概ね好意的
                                                   301 1935 年に美術雑誌に寄稿した論考において、E．M．ベンソンは書と装飾性を取り入れた 20 世紀ヨー
ロッパ美術に言及し、西洋人の観点からしても東洋の書画は建築的価値を欠くが、装飾的用途において優
れていると指摘している。E. M. Benson, “Forms of Art: IV: Phases of Calligraphy,” American Magazine of Art 28 (June 1935): 361.このように東洋美術と装飾性とを結びつける考えは美術史家や評論家たちの間で一般的で































                                                   305 戦前から戦後にかけてのアメリカにおける東洋美術の蒐集、普及、そして太平洋戦争の展開と日本美術
を巡る状況の変化に関して、以下の文献を参照。Warren I. Cohen, East Asian Art and American Culture: A Study in International Relations (New York: Columbia University Press, 1992)[ウォレン・I．コーエン著／川嶌一穂訳
『アメリカが見た東アジア美術』スカイドア、1999 年]；朽木ゆり子著『ハウス・オブ・ヤマナカ：東洋の







戦時中の国吉の活動については次の文献を参照。ShiPu Wang, “Japan against Japan: U.S. Propaganda and Yasuo Kuniyoshi’s Identity Crisis,” American Art 22, no. 1 (Spring 2008): 28-51.また、日系人挿絵画家ミネ・オークボ
は強制収容所での生活を記録した挿絵付き文章を戦後まもなくの 1946 年に出版した。これは日系人排斥の
ための法整備とその個人生活への影響を米国在住の日系人の視点から表す貴重な証言と見なされている。Miné Okubo, Citizen 13660 (New York: Columbia University Press, 1946)[ミネ・オークボ画・文／前山隆訳『市






































                                                   307 “How to Tell Japs from Chinese,” Life 11, no. 25 (December 22, 1941): 81-82. 308 この「戦う中国（Fighting China）」展はルーズヴェルト大統領の特使として中国を訪問したウェンデル・
Ｌ．ウィルキーが帰国する際に中国の美術品を持ち帰ったため、アメリカ市民に戦時下の中国の様子を知
らせるという目的で急遽開催が決定された。”Willkie Delivers Chinese War Art,” New York Times (November 6, 1942), 14. 309 Alan Priest, “Japanese Color Prints: The Henry L. Phillips Collection,” The Metropolitan Museum of Art Bulletin 6, no. 4 (December, 1947): 109-115; Edward Alden Jewell, “New Artists Group in First Exhibition,” New York Times (May 27, 1947), 30. 310 “300 Artists Honor Yasuo Kuniyoshi,” New York Times (Mar 26, 1948), 19.ここでは他の活動歴に加えて、戦時














































































                                                   316 Clement Greenberg, “Present Prospects of American Painting and Sculpture,” Horizon (October 1947): 26, 30. 1950 年代における英、仏、伊でのポロックの受容については以下の資料を参照。Jeremy Lewison, “Jackson Pollock and the Americanization of Europe,” Jackson Pollock: New Approaches, ed. Kirk Varnedoe and Pepe Karmel (New York: Museum of Modern Art, 1999).「ホライズン」同号でジェイムズ・スロール・ソビーは、
ベン・シャーンとモリス・グレイヴスについての論考の中でトビーにも言及し、彼らは間違いなくアメリ
カ的芸術家であると述べている。James Thrall Soby, “Ben Shahn &Morris Graves,” Horizon 93-94 (October 1947): 48-56. 317 グリーンバーグによるピカソの批評については次の文献に詳しい。久保田有寿「《ゲルニカ》とグリー




































                                                   320 “Significantly and peculiarly, the most powerful painter in contemporary America and the only one who promises to be a major one is a Gothic, morbid and extreme disciple of Picasso’s cubism and Miro’s post-cubism, tinctured also with Kandinsky and Surrealist inspiration. His name is Jackson Pollock, and if the aspect of his art is not as originally and uniquely local as that of Graves’s and Tobey’s, the feeling it contains is perhaps even more radically American. Faulkner and Melville can be called in as witnesses to the nativeness of such violence, exasperation and stridency.” Ibid, 25-26. 
132  










































































                                                   323 “The flaw here is, perhaps, not so much with Tobey as it is with the Oriental models to which he is so attached. Understatement to the point of preciosity and restraint to the degree where statement is innocuous - both flaws which so often mar Oriental painting - are evident in this modest tempera.” Thomas B. Hess, Abstract Painting: Background and American Phase (New York: Viking Press, 1951), 121. ここでヘスはトビーによる 1946 年のテンペラ画《構
造》を分析しており、同作品では画面中央に白い直線のつくるジグザグ型の集まりが描かれている。この
著作は抽象表現主義を展覧会批評や展覧会カタログを超える規模の論考で論じた最初の例として重要であ




抽象画家」などと呼ばれ、特定の名称をもたない。 326 Ibid, 119-120. 327 オールオーヴァ性は 1947 年のグリーンバーグによる批評で、デビュッフェとポロックに共通する重要






































                                                   328 Clement Greenberg, “American-type Painting,” Partisan Review 22, no. 2 (Spring 1955): 187. 329 “A short while later he began working with skeins of enamel paint and blotches that he opened up and laced, interlaced, and unlaced with a breadth and power remote from anything suggested by Tobey’s rather limited cabinet art.” Ibid. 330 Ibid. 
331 『芸術と文化』には「アメリカ型絵画」を 1958 年に改訂したと記載があるが、これが同書を準備して











































クへのインタビュー。以下の文献に収録。Barbara Rose ed., Pollock Painting (New York : Agrinde Publications, 1980), np. 333 これに続けて、1946 年以降のポロック作品の大胆さはソーベルにもトビーにも見られないとして、ポ
ロックの独自性が主張される。Ibid. 334
抽象表現主義の画家たちから、トビーが重要な 6 名の作家の一人として取り上げられ、その作品が詳細




































                                                   335 セイツによる画家の選定に対して、マザウェルは、6 名の内、唯一ニューヨークの新しいアート・シー
ンのメンバーでなかったトビーの代わりにポロックを取り上げるべきであったと論文出版の際の序文で指
摘している。Seitz, Abstract Expressionist Painting, xi. 336 ポール・カニングスによると、トビーは紙を使い、水彩絵具やテンペラなどの技法を好んで用いたが、
この紙を支持体とする制作は、英雄的な新しい絵画には絵具の有形性と大きなスケールが必要不可欠だと
考えたニューヨークの批評家から、冷たい反応を受ける原因となった。Paul Cummings, “Mark Tobey: Lines, Memories, Celebrations” in Tobey: Works on Paper, 8. 337 Alfred H. Barr Jr., Introduction to The New American Painting: As Shown in Eight European Countries, 1958-1959 organized by the International Program of The Museum of Modern Art (New York: Museum of Modern Art, 1959), 16.これに続く部分で、ハンス・ホフマンは抽象表現主義の代表的な芸術家たちには明らかな影
響を与えなかったものの、若い画家たちにインスピレーションを与えつつ教えを施し、このグループの最







































                                                   339 グリーンバーグは、主題や物語性を重視するシュルレアリスムを前衛芸術ではなく、むしろモダン・ア













































描で画面を覆う作風はトビーの作品に特徴的であり、《仮面舞踏会》のように白線でシンボ                                                   343 この作風が現れた理由として、戦争によって引き起こされた緊張の緩和と、油彩よりも流動性の高い水








































































重点を置いた表現を試みた。1944 年から 46 年頃にロスコが集中的に制作した水彩画を見る
と、《無題》（図 6-6）には長い流麗な曲線で抽象化された形体が描かれ、《無題》（1944-45）
（図 6-7）では薄い絵具が膜状に画面を覆っている348。これらの水彩画は大方好意的に受け
                                                   346 “Gottlieb is perhaps the leading exponent of a new indigenous school of symbolism which includes among others Mark Rothko, Clyfford Still, and Barnett Benedict Newman.” Ibid, 188-189. ここでグリーンバーグは、彼らが芸
術の「象徴的、或いは『形而上学的』内容」に見出す重要性に対して疑問を呈している（“I myself would question the importance this school attributes to the symbolical or “metaphysical” content of its art,” Ibid, 189）。 347 この点に関して、ニューマンは「ネイション」誌宛てに同記事への回答を記した書簡を送った。常に自
然を出発点とするヨーロッパのモダン・アートに対して、形而上学的にのみ理解される彼らの抽象絵画は
アメリカ独自の絵画の展開であるとニューマンは主張する。Barnett Newman, “Response to Clement Greenberg,” in Barnett Newman: Selected Writings, ed. O’Neill, 161-164. 348 ロスコの水彩画についての先行研究は数少ないが、ロスコの紙の作品を集めた展覧会のカタログ、パン



















り大きくすることで、円熟期の構図（《No. 12》（1949）（図 6-13））が確立する。 
 この 1940 年代半ばから 1949 年までの展開は、より明快な構図の抽象画へと向かった点
で一貫しているが、ロスコは純粋に造形的な探究心からだけでなく、周囲の画家たちの制                                                                                                                                                     York: Pace Gallery, 2014); Oliver Wick ed, Mark Rothko: Works on Paper 1930–1969 (Basel: Galerie Beyeler, 2005); Bonnie Clearwater, Mark Rothko, Works on Paper (New York: Hudson Hills Press, 1984); Mark Rothko: Works on Paper 1925–1970 (Washington: National Gallery of Art, 1984).抽象表現主義の水彩画については以下を参照。Alloway, The Interpretive Link; 東京国立近代美術館編『メトロポリタン美術館所蔵：抽象表現主義─紙の
上の冒険』フジテレビジョン、1992 年; Lisa Mintz Messinger, Abstract Expressionism: Works on Paper: Selections from the Metropolitan Museum of Art (New York: Metropolitan Museum of Art, 1993).1933年のポートランド美術
館での展覧会の際に、ロスコは自作のドローイング、水彩画、テンペラ画と共にニューヨークのセンター・
アカデミーで絵画を教えていた子供たちの作品を展示した。これはロスコにとって最初の個展で、地元紙
には好意的な評価が掲載された。Breslin, Mark Rothko: A Biography, 88. 349 1946 年、ホイットニー美術館で開催された彫刻・水彩・素描の年次展覧会の様子を報告するトーマス・
ヘスのレビューは、バジオテスやマザウェル、ロスコの水彩画について、優れた抽象画家たちによる作品
とだけ簡潔に言及している。Thomas B. Hess, “The Whitney Draws Slowly to the Left,” Artnews 45, no. 1 (March 1946): 62.この展示に出品された水彩画に抽象的な様式のものが多いことに不満気な反応を示す批評家ジュ
エルは、そこに見られるモダニズム的な特色は急進的な見かけながらも、再現的な形体を示していると指
摘する。Edward Alden Jewell, “Modernism Marks Whitney Art Show,” New York Times (February 25, 1946), 19. 同
年のロスコによる水彩画の展覧会では、構図の妙と抑制された色彩を評価する論評が寄せられた。Ben Wolf, “Mark Rothko Watercolors,” Art Digest 20, no. 15 (May 1, 1946): 1; Edward Alden Jewell, “Art: Hither and Yon,” New York Times (April 28, 1946), X6.ジュエルはこの展示については概して好意的な評価を示しており、これ
らの水彩画は内省的であり、謎めいた内容を伝えると述べている。 350 1940 年代後半のニューヨークでインターレースの様式が評価を受けたことがカルメルによって指摘さ
れており、その一例として、ドイツ系移民の画家ハンス・モラー（Hans Moller）による絵画が「ニューヨ
ーク・ワールド・テレグラム」紙の批評家エミリー・グナワー（Emily Genauer）から 1946 年から 47 年の





















































































































                                                                                                                                                     







































で主にヨーロッパ芸術の影響を受けてきたアメリカにおいて、トビーは新たに東洋の美術、                                                   359 ウィンザー＝タマキは、トビーが抽象表現主義とは異なる自分の特徴を際だたせるために意図的に書の
要素を採用した可能性を指摘し、これらのスミ・ペインティングは特にアジア性を強く示すためにアメリ
カの批評家たちからの評価を得ることに失敗し、トビーもその失敗を認めていたと論じている。Winther-Tamaki, Art in the Encounter, 50, 55-56.しかしながら、1950 年代初めにはすでにトビーはグリーンバ
ーグからだけではなく、他の批評家たちからも東洋美術との類似、或いはそれを連想させる繊細さを批判
されており、更に東洋美術との繋がりを強調することで評価を得ようとしたとは考えにくい。 360 例えば、前述のトビーの個展に対する批判がこれにあたる。“The Passing Shows,” Artnews 43, no. 5 (April 15-30, 1944): 25. 361 1961 年 11 月 9 日付けのトビーからキャサリン・クーへの手紙より。Kuh, The Artist’s Voice, 244.ここでト
ビーは西洋と東洋という 2 つの文化を融合させようとする試みの困難さを示唆してもいる。「ヤヌスの 2 つ
の顔」がどこにでも見られると述べた後でトビーは、自分は 2 つの側面を探究しようとして大変な目に遭
っているとし、生きることの高次の感覚を経験するためにスミ・ペインティングを描いたと言えるかも知
れないと書いている。Ibid, 248. 362 特に 1950 年代以降の作品に見られる大胆な筆遣いは日本の前衛的な書との類似を顕著に示すようにな
るが、トビーは 1954 年のキャサリン・クーへの手紙で、1930 年代に書の筆遣いや東洋美術を学んだこと
に言及しながら、それは常に一定の距離を置いた関心に基づいてのことであり、模倣しようという意図を






































                                                   363 Hess, Abstract Painting, 137. 364 1950 年の個展に出品された《Chief》《Cardinal》は共に列車にちなんで名付けられたと指摘されている。John Gordon ed., Franz Kline, 1910-1962 (New York: Whitney Museum of American Art, 1968), 10. 365 バート・ウィンザー＝タマキは、クラインと長谷川三郎を始めとする日本の書道家たちとの交流に詳し
く言及し、クラインが書から影響を受けながらもそれを否定したこと、そして批評家たちも東洋美術の影
響を否定することでヨーロッパ前衛芸術の伝統の延長線上へのクラインの位置づけを図ったことを論じて







































                                                   366 Hess, Abstract Painting, 137. 367 Katharine Kuh, The Artist’s Voice: Talks with Seventeen Artists (New York: Harper & Row, 1962), 144. 368 グリーンバーグは旧版の「アメリカ型絵画」でクラインと東洋美術との関連を認めるのに対して、改訂
版では抽象表現主義の中でも、とりわけクラインが東洋美術には表面的な関心しかもたなかったと説明す
る。Greenberg, “American-type Painting,” (1955): 188.ウィンザー＝タマキは同論考の初版と改訂版でのクライ






































                                                   369 David Anfam ed., Franz Kline: Black & White 1950-1961 (Houston: Menil Foundation Houston Fine Art Press; Houston: Houston Fine Art Pres, 1994), 11. 370 ポロックの初期作品を特徴づける絵具の絡み合うインターレースの様式の特性と源泉について、ピカソ
らの分析的キュビスム、ベントン、エルンストによるオシレーション、ヘイター、そしてクレーの影響が
論じられている。Pepe Karmel, “A Sum of Destructions,” in Jackson Pollock: New Approaches, 71-99. ポロック以
前に絵の具を垂らすという点で類似した技法を用いていた作家は多く、ポード・ペインティングの起源に































                                                   372 『彼はアメリカで最良の存命中の画家なのか？』という反語調の見出しと共に、たばこを咥え、腕を組
むポロックの写真が見開きで掲載され、後続のページにはポロックが床に置いたカンバスにインクや砂を




手本に適していたということだ」Gibson, Abstract Expressionism: Other Politics, 3.一方、この「ライフ」誌の
記事がポロックに対するイメージの形成を促したこと、そのイメージが歪められたものであり、必ずしも
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